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第 00076 号

藤岡式電球（馬蹄線入）

所 在 地
神奈川県横須賀市

東芝ライテック株式会社

東芝ライテック株式会社

東京電気株式会社

1899年～1900年頃

　わが国初の白熱電球製造会社であった白熱舎の創立者である藤岡市助が試
作したカーボンフィラメントの電球である。藤岡は本電球について特許を取
得しており、二種類のカーボンフィラメントを封入して、ソケットの開閉で
明るさを切り替えられるようにしてある。導入線には白金線を使用してお
り、口金の底部には二つの接点がある。わが国の白熱電球の父ともいうべき
藤岡が、当時わが国の電球市場を席巻していた欧米からの輸入電球に対抗す
るために開発した白熱電球であり、白熱舎が東京電気を経て現在の東芝に発
展したことを思えば、東芝のエレクトロニクスの原点を象徴する資料である
と言える。そういった意味から歴史的意義は大きく、また当時の技術のレベ
ルを知るよすがともなるものであり、貴重である。なお、本資料は藤岡市助
の後裔が守り続けてきた由緒あるものである。
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